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兵庫県佐用郡でイトヒキミジンアリタケを採集

脇村 涼太郎
筆者は 2016 年 4 月 3 日に佐用郡佐用町船越におい

てイトヒキミジンアリタケ Cordyceps sp. を採集したの
で報告する ( 写真 )．

イトヒキミジンアリタケは冬虫夏草の一種で基本的
にオオアリの仲間を宿主とする．個体数は場所によって
は多い．ただ，色彩が地味なため発見は困難を極める．
似た種にタイワンアリタケがいてイトヒキミジンアリタ
ケと酷似している．タイワンアリタケは湿った場所にい
るのに対しイトヒキミジンアリタケは比較的乾燥した場
所に生息している．

今回採集したのは佐用町船越の瑠璃寺へと続く林道
の脇に生えている杉の樹皮下である．この日は佐用昆虫
館で毎年恒例の虫開きが行われていた．その後，樹皮め
くりで何か採集できないものかと杉の皮を剝ぎまわって
いたところ本個体を発見した．その後も樹皮めくりを続
けたが，追加個体は得られなかった．

家に帰って調べてみたところ，アリタケの一種であ
ることは分かったがそれ以上のことは分からなかった．
しかし，神戸大学で毎年行われているムシのお話五つ星

の影響は今のところなく，「車についていた」との情報
もあり，どこかで発生したものが，車で運ばれたことも
考えられる，とのことだった．

いずれにしても人為的な持ち込みが考えられるが，3
〜 4 月にクズの蔓の部分に本種が作る虫こぶ・ゴール
を見つけることが，本種発見の近道になる．宍粟市はじ
め各地のクズなどに注意していただきたい．
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姫路市京見山でケカゲロウを採集

脇村 涼太郎
筆者は 2016 年 6 月 25 日に姫路市広畑区京見山にお

いて，ケカゲロウ Isoscelipteron okamotonis を 1 個体採
集しているので報告する ( 写真 )．

ケカゲロウはケカゲロウ科 Berothidae の中で唯一の
日本産種で比較的稀な種とされる．幼虫はシロアリを食
べ成長し ( 小松，2014) 成虫は光に集まることが知られ
ている．しかし，記録は少なく，採集例も多くない．

今回採集したのは姫路市広畑区京見山の南側標高
100 ｍ付近である．この山はシカによる食害と乾燥が

激しく虫にとってあまりいい環境ではない．天候は雨
時々曇りで何かいないかとビーティングしながら山を
登っていると本種が１頭落ちた．その後もこの山に採集
に行っているが未だ追加個体は得られていない．
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